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１ 石狩市の会計区分って？

市町村などの地方公共団体の会計は、大きく分けて「一般会計」と「特別会計」の２つに区分

されます。

このうち、一般会計は、市の会計の中心となる会計で、福祉や教育など行政運営の基本的な経

費を計上した会計です。

特別会計は、地方公共団体が特定の事業を行うときに、特定の収入を特定の支出に充て、一般

会計と区分して経理する必要がある場合に設置するものです。なお、特別会計の設置については、

法令に義務付けられているものを除き、すべて条例によらなければならないとされています。

本市では、上記の（２）のように「国民健康保険事業

特別会計、国民健康保険診療所特別会計、後期高齢者医

療特別会計、介護保険事業特別会計、介護サービス事業

特別会計、水道事業会計、公共下水道事業会計、個別排

水処理施設整備事業特別会計」の８の特別会計を設置

しています。

特別会計の中には、公営企業会計と呼ばれるものが

あります。これは、事業にかかる経費を主に使用料等の

収入でまかなって住民サービスを提供するための特別

会計です。

公営企業とは、地方公共団体が経営する企業のこと

で、地方公営企業法が適用される「法適用企業」とそれ

以外の「法非適用企業」とに分けられます。

法適用企業では、民間企業と同様に、貸借対照表など

の財務諸表を用いた企業会計方式で経理が行われます。

法非適用企業では、一般会計同様に、官庁会計方式で経

理が行われます。

（Ａ）普通会計

・一般会計

（Ｂ）公営事業会計

・国民健康保険事業特別会計 ・国民健康保険事業特別会計

・国民健康保険診療所特別会計 ・国民健康保険診療所特別会計

・後期高齢者医療特別会計 ・後期高齢者医療特別会計

・介護保険事業特別会計 ・介護保険事業特別会計

・介護サービス事業特別会計 ・介護サービス事業特別会計

うち公営企業会計

・水道事業会計 ・水道事業会計

・公共下水道事業会計 ・公共下水道事業会計

・個別排水処理施設整備事業特別会計 ・個別排水処理施設整備事業特別会計

地
方
公
共
団
体

（１）一般会計

（２）特別会計

【特別会計の区分】
●法令に義務付けられているもの

・国民健康保険事業特別会計

・国民健康保険診療所特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・介護保険事業特別会計

・介護サービス事業特別会計

●市の条例で設置しているもの

・水道事業会計

・公共下水道事業会計

・個別排水処理施設整備事業特別会計

【公営企業会計の区分】
●法適用企業

・水道事業会計

・公共下水道事業会計

●法非適用企業

・個別排水処理施設整備事業特別会計
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一般会計と特別会計の区別は、収入の性質の違いによりますが、経理の区分けは、個々の地方

公共団体ごとに異なります。そこで、全国的な統計や団体間の財政比較を行えるように、全国で

統一的に用いるものとして、普通会計・公営事業会計という会計区分があります。

普通会計は、「一般会計」と「公営事業会計に属さない特別会計」からなっており、教育・社会

福祉、土木、消防など自治体の行政運営の基本的な経費が計上されます。

公営事業会計は、地方財政法などの規定により、特別会計を設けてその経理を行う必要のある

会計で、公営企業（水道や下水道など）や国民健康保険などに関係する会計です。

２ 令和 4 年度の収入（歳入）は？

市民のみなさんの生活を向上させるためにさまざまな仕事（事業）を行っていますが、それを

行うためには、財源が必要となります。財源には市民税や固定資産税などの市税、自治体の財政

力に応じて交付される地方交付税、国や道からの補助金、借入金である市債などがあり、令和４

年度一般会計の決算額と各科目の割合は次のとおりです。

（単位：千円・％）

歳 入 科 目 決 算 額 前 年 比 歳 入 科 目 決 算 額 前 年 比

市 税 9,157,203 2.1 交通安全対策特別交付金 9,671 2.3

地 方 譲 与 税 308,556 ▲ 1.2 分 担 金 及 び 負 担 金 115,113 ▲ 9.7

利 子 割 交 付 金 2,206 ▲ 36.6 使 用 料 及 び 手 数 料 403,997 ▲ 1.0

配 当 割 交 付 金 16,202 ▲ 9.2 国 庫 支 出 金 8,082,714 ▲ 2.2

株式等譲渡所得割交付金 13,117 ▲ 39.7 道 支 出 金 2,455,450 ▲ 10.7

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 44,381 ▲ 12.5 財 産 収 入 70,438 28.0

地 方 消 費 税 交 付 金 1,546,897 4.7 寄 附 金 1,308,178 110.5

法 人 事 業 税 交 付 金 119,825 9.3 繰 入 金 1,055,772 80.8

環 境 性 能 割 交 付 金 25,358 27.8 繰 越 金 323,892 1.3

国有提供施設等所在市町村
助成交付金

3,623 ▲ 0.4 諸 収 入 637,519 ▲ 0.7

地 方 特 例 交 付 金 等 88,851 ▲ 62.5 市 債 1,888,958 ▲ 22.2

地 方 交 付 税 8,071,471 1.6 合 計 35,749,392 1.1
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歳入の科目別割合

歳入合計：35７億円

１ 主に市民からの収入：市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、

財産収入、諸収入

２ 国からの収入：地方譲与税、国有提供施設等所在市町村助成交付金、

地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、国庫支出金

３ 北海道からの収入：利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割

交付金、ゴルフ場利用税交付金、地方消費税交付金、法人事業税交付金、

環境性能割交付金、道支出金

４ その他の収入：繰入金、繰越金、市債、寄附金（ふるさと応援寄付金

を含む）

【教えて！さけ太郎】

Ｑ：令和 4 年度の歳入科目を、国、北海道、市民からの収入に分類すると、ど

うなるの？

Ａ：大まかに分類すると、次のとおりになります。なお、繰入金、繰越金、市債については、お金のやり

くりのための収入であることから、「その他の収入」として分類しています。
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【用語解説：令和４年度における市の歳入科目】

・一年の収入を歳入といい、その性質によって科目別に分けられます。各科目の内容は次のとおりです。

歳入科目名 内 容

１ 市税 所得税など国が課税する国税に対し、市の課税権により主に市民の皆さんから市に納め

ていただく税です。本市には市民税、固定資産税、軽自動車税（環境性能割・種別割）、

市たばこ税、都市計画税、入湯税などがあります。

２ 地方譲与税 徴収の利便性などの問題から、一旦国税として徴収され、その後、一定の基準により道

や市町村に譲与される税です。本市には、自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税、特別

とん譲与税、森林環境譲与税があり、人口規模や市町村道の面積・延長、外国貿易船の

トン数などを基準として配分し譲与されます。

３ 利子割交付

金

金融機関等から受け取る預金等の利子は、金融機関等を通じて道民税利子割として課税

されています。この税収のうち、５９．４％がその市町村の個人道民税の額を基準に市

町村に交付されます。

４ 配当割交付

金

企業などから支払いを受ける株式等の配当金について課税される道民税配当割のうち、

５９．４％がその市町村の個人道民税の額を基準に市町村に交付されます。

５ 株式等譲渡

所得割交付金

株式の譲渡益などについて課税される道民税株式等譲渡所得割のうち、５９．４％がそ

の市町村の個人道民税の額を基準に市町村に交付されます。

６ 法人事業税

交付金

法人事業税は、法人が営む事業に対して課せられる税金で、道が収納した法人事業税の

７．７％が従業者数を基準に市町村に交付されます。

７ 地方消費税

交付金

私たちが買物をしたとき、お店に１０％（※軽減税率を除く）の消費税を納めますが、

このうち国の消費税率は７．８％で、残りの２．２％が地方消費税として道の収入とな

ります。この税収のうち５０％が国勢調査の人口と事業所統計の従業者数を基準に市町

村に交付されます。

８ ゴルフ場利

用税交付金

ゴルフ場利用税は、ゴルフ場の利用者に課される税金で、道が収納したゴルフ場利用税

の７０％が、ゴルフ場所在の市町村に交付されます。

９ 環境性能割

交付金

環境性能割は、自動車の取得に対して課される税金で、この税収のうち、４０．８５％

が市道の面積や延長を基準に市町村に交付されます。

10 国有提供施

設等所在市町村

助成交付金

自衛隊が使用する演習場等が所在する市町村に対して国から交付されます。

11 地方特例交

付金

国から地方への税源移譲により、所得税で控除しきれない住宅ローン控除額を住民税か

ら控除することになったことに伴い生じる減収を補てんするため、当分の間の措置とし

て、国から交付されるものです（減収補てん特例交付金）。

12 地
★

方交付税 市町村によって生じている税収入の格差を是正し、一定の行政水準を保つために国から

交付される交付金です。所得税及び法人税の３３．１％、酒税の５０％、消費税の１９．

５％、地方法人税の全額が原資となっています。

13 交通安全対

策特別交付金

市町村が道路交通安全施設の整備を行う経費に充てるため、交通反則金を市町村の交通

事故発生件数等を基準に配分し交付されます。

14 分担金及び

負担金

分担金は、市が一部又は特定の者に対し、特に利益のある事務事業を行う場合に、その

必要な費用に充てるため、利益を受ける者から徴収するお金です（例：土地改良事業分

担金）。一方、負担金も一定の事務事業について、特別の利害関係がある人から、その事

業に必要な経費を受益の受ける程度に応じて市が課する金銭的な給付です（例：保育料

負担金）。

15 使用料及び

手数料

使用料は、市が所有し、または管理している施設を利用する時に、市に納付されるお金

です。納付された使用料は、その施設を維持、管理するための経費の財源となります。

手数料は、市が特定の人のために行う行政サービスの対価として市に納付されるお金で

す。納付された手数料は、その行政サービスを行うための経費の財源となります。

16 国庫支出金 市が行う事務事業に対し、その財源の一部または全部として国から使途を特定されて交

付される収入です。

17 道支出金 市が行う事務事業に対し、その財源の一部または全部として道から使途を特定されて交

付される収入です。

18 財産収入 市が所有する財産等を貸し付けることによって生じる財産貸付収入や基金の運用利息

等の財産運用収入と、市の財産を譲渡することなどにより生じる財産売払収入とがあり

ます。
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【用語解説：令和 4 年度における市の歳入科目】（続き）

歳入科目名 内 容

19 寄附金 市に対する金銭の無償譲渡で、使途を特定しない一般寄附金と使途を特定した指定寄附

金とがあります。また、平成２０年度から生まれ故郷や応援したい地方公共団体に寄附

する「ふるさと納税」制度開始により、「ふるさと応援寄附金」が創設されました。

20 繰入金 各種基金を取り崩して一般会計に繰り入れられるお金です。

21 繰越金 前年度の決算で生じた余剰金を、翌年度の歳入に編入するときの収入です。

22 諸収入 他のどの歳入科目にも含まれない収入をまとめた科目の名称で、延滞金、預金利子、雑

入などがあります。

23 市債 市が社会資本の整備等を行うために必要な財源を調達するための債務（借金）です。ま

た、国や地方公共団体の財源不足を補てんするために地方債を発行することもありま

す。

【教えて！さけ子】

Ｑ：地
★

方交付税って？

Ａ：地方公共団体が平均的な仕事をするために必要な財源を保障する制

度が地方交付税です。仕事をするうえで、十分な税金を独自で集めること

のできる自治体と、そうでない自治体があります。そこで、全国で集めた

税金（国税）の一部を収入の少ない団体に交付し、財政を補っています（財

政調整機能）。また、現在の自治体の仕事は、国の方針、基準により義務

付けされたものも多くあり、その財源を国が保障しています（財源保障機

能）。地方交付税の大半（94％）が普通交付税で、残りの 6％が特別交付

税です。特別交付税は災害など、その年の特別な事業に対して交付されま

す。
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【用語解説：歳入の分類】

●自主財源と依存財源

市に入ってくるお金の調達方法に着目した分類で、市が自主的に収入できる財源が自主財源、

国または道の意思で定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源が依存財源です。

自主財源の割合が高いほど、市が自主的に財政活動を行うことができます。

（ア）自主財源：市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰

越金、諸収入がこれに該当します。

（イ）依存財源：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴル

フ場利用税交付金、地方消費税交付金、法人事業税交付金、環境性能割交付金、国有提供施

設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、国庫

支出金、道支出金、市債がこれに該当します。

●一般財源と特定財源

市に入ってくるお金の使途が特定されているかどうかに着目した分類で、財源の使途が特定さ

れないものが一般財源、財源の使途が特定されているものが特定財源です。一般財源の割合が高

いほど、弾力的な財政運営を行うことができます。

（ア）一般財源：市税、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、

ゴルフ場利用税交付金、地方消費税交付金、法人事業税交付金、環境性能割交付金、国有提

供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、

財産収入、寄附金、繰越金がこれに該当します。

（イ）特定財源：分担金及び負担金、使用料及び手数料、国庫支出金、道支出金、繰入金、諸収

入、市債がこれに該当します。

※使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入、市債等については、その

収納した目的、性格等によって一般財源にも特定財源にもなり得ます。
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【市税の状況】

令和４年度の市税収入は９１億５，７２０万円で、前年度と比べて約１億８，９８９万円の増

となりました。これは、転入人口が転出人口を上回ったことによる納税義務者数や住宅需要の増

加等に伴う個人市民税や固定資産税（家屋）の増加等によるものです。今後は少子高齢化に伴い

生産年齢人口の減少が見込まれ、税収増の大きな期待が見通せないことから、安定的な自主財源

の確保には課題が残されています。

■個人市民税 ■法人市民税 ■固定資産税 □その他
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３ 令和４年度の支出（歳出）は？

本市の予算がどの分野にどれだけ配分されているかを知るために、歳出を行政目的別に分類し

たものが目的別経費（下の左側の表）です。また財政構造をより分かりやすくするために、扶助

費や公債費など歳出を性質別に分類したものが性質別経費（下の右側の表）です。性質別経費の

科目別割合は次のとおりです。

●目的別経費 （単位：千円・％） ●性質別経費 （単位：千円・％）

歳 出 科 目 決 算 額 前 年 比 決 算 額 前 年 比

議 会 費 174,353 1.7 3,864,873 ▲ 1.8

総 務 費 4,582,932 18.8 6,384,760 16.4

民 生 費 12,217,075 ▲ 6.0 2,189,303 ▲ 12.8

衛 生 費 2,856,897 2.0 7,891,327 ▲ 10.3

労 働 費 17,153 6.5 一 部 事 務 組 合 に 対 する もの 1,395,612 ▲ 7.0

農 林 水 産 業 費 477,694 9.3 そ の 他 2,560,704 ▲ 9.9

商 工 費 267,764 ▲ 50.0 小 計 3,956,316 ▲ 8.9

土 木 費 3,839,714 ▲ 9.0 元 利 償 還 金 2,877,136 ▲ 1.9

消 防 費 1,212,068 ▲ 6.9 一 時 借 入 金 利 子 38 11.8

教 育 費 2,314,446 22.2 小 計 2,877,174 ▲ 1.9

災 害 復 旧 費 36,460 皆増 1,476,467 42.0

公 債 費 2,877,174 ▲ 1.9 435,851 12.3

職 員 費 3,530,788 ▲ 1.3 3,012,355 5.8

合 計 34,404,518 ▲ 1.0 2,278,941 ▲ 7.4

37,151 皆増

34,404,518 ▲ 1.0合 計

歳 出 科 目

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

投 資 的 経 費 （ 災 害 復 旧 事 業 費 ）

補 助 費等

公 債 費

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金 ・ 貸 付 金

繰 出 金

投 資 的 経 費 （ 普 通 建 設 事 業 費 ）

歳出合計：３44 億円
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【用語解説：令和４年度における市の歳出科目】

●目的別経費

市の経費を、行政目的によって分類したものです。目的別経費では、行政分野ごとの大まかな

予算の比重を知ることができます。また、議会で予算を審議する場合にもこの分類が使われます。

歳出科目名 内 容

１ 議会費 議会の活動にかかる経費です。議員の報酬や手当、議会や委員会の運営経費などがあり

ます。

２ 総務費 市役所の管理・運営、情報化推進、統計調査、まちづくり、財政運営、国際交流、広報

広聴、戸籍関係事務、税の賦課・徴収、選挙などにかかる経費です。

３ 民生費 高齢者や障がい者福祉、児童福祉、医療給付や生活保護など、安定した社会生活をする

ためにかかる経費です。

４ 衛生費 病気予防のための各種検診、予防接種、ごみ処理、環境対策など、健康で衛生的な生活

環境を保持するためにかかる経費です。

５ 労働費 失業対策や勤労者のための各種施設の設置、管理にかかる経費です。

６ 農林水産業

費

農業、林業、水産業など、第一次産業の振興にかかる経費です。

７ 商工費 商工業の振興、企業誘致、観光の振興にかかる経費です。

８ 土木費 道路や公園の整備、除排雪、港湾整備、都市計画、公営住宅などにかかる経費で、公共

下水道事業会計への負担金等も含まれています。

９ 消防費 防火・消火活動、救急・防災活動、消防車両の整備などのための経費です。なお、石狩

市の場合は、近隣の自治体と一部事務組合を設立し、共同で事務処理を行っています。

消防費の大部分は、この負担金が占めています。

10 教育費 義務教育にかかる経費や学校、公民館、図書館、スポーツ施設の建設・管理・運営、生

涯学習の推進、文化財の保護などにかかる経費です。

11 災害復旧費 大雨による土砂災害など、災害による被害を復旧するためにかかる経費です。

12 公債費 市が借入れた市債の元利償還金及び一時借入金の償還利子です。

13 職員費 市職員の給与などの経費です。

●性質別経費

市の経費を、経済的性質を基準に分類したものです。性質別に分類すると、財政構造上の課題

等を見出すことができるので、市の財政の体質を改善するのに役立ちます。

歳出科目名 内 容

１ 人件費 職員給、議員報酬、各種委員報酬、共済組合等への負担金など、常勤職員や非常勤の特

別職の勤労の対価として支払われる一切の経費です。ただし、道路や公園の整備など普

通建設事業に携わる職員の人件費については、普通建設事業費に区分されます。

２ 物件費 旅費、交際費、需用費（消耗品費、光熱水費等）、役務費（通信運搬費、手数料等）、委

託料など、資産として残らない消費的な経費の総称です。

３ 維持補修費 市が管理する公共施設の効用を保全するための経費です。建物の大規模改修等は普通建

設事業費に、備品等の修繕費は物件費に区分されます。なお、道路の除排雪経費もここ

に分類されます。

４ 扶助費 市が各種の法令（生活保護法、児童福祉法、老人福祉法等）や条例によって、お金や物

品を被扶助者に提供する経費で、生活保護費、児童手当、医療費助成、就学援助などが

あります。

５ 補助費等 補助費等に区分される経費は、その支出の目的、根拠、対象等によって多種多様です。

主な経費としては、講師謝金などの報償費、保険料などの役務費、団体に対する負担金

や補助金等があります。なお、本市は、消防、港湾管理など、他自治体と共同して事務

処理を行うための一部事務組合を数多く設立しているのが特徴で、令和４年度決算にお

けるこれら組合に対する負担金割合は、補助費等全体の３５％程度を占めています。

６ 公債費 市が借入れた市債の元利償還金及び一時借入金の償還利子です。

７ 積立金 収支不足の際にその穴埋めをするための基金や特定の目的のために設けられた基金な

どに積み立てるための経費です。
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●性質別経費（続き）

歳出科目名 内 容

８ 投資及び出

資金・貸付

金

投資及び出資金とは、公益上の必要性から、共同で事業を行う場合、その他財政援助を

目的として投資する場合や、財団法人への出捐金として支出する場合の経費です。また、

貸付金とは、特定の政策目的のために貸付けられる経費です。

９ 繰出金 会計間で、他の会計に支出される経費です。本市では一般会計から特別会計に支出され

る経費のことです。

10 投資的経費 その支出の効果が資本の形成に向けられ、施設等が将来に残るものに対して支出される

経費をいい、普通建設事業費、災害復旧事業費があります。

※普通建設事業費：道路の改良、公園の新設、小中学校や図書館などの建設事業にかか

る経費。

【義務的経費の状況】

義務的経費とは、法令あるいはその性質的に支出が義務づけられている「人件費、扶助費（生

活保護費、医療費助成など）、公債費」の合計をいい、その歳出総額に占める割合が高いほど、財

政の硬直化が進んでいることを示します。

人件費は、定員適正化計画に基づき、職員数の適正化を図ってきたことから、近年は横ばい傾

向となっています。また、公債費に関しては、石狩市財政運営指針（第１期：H２８～R３、第２

期：R4～R８）に基づき、市債発行の抑制に努めてきた結果、近年は横ばい傾向で推移していま

す。今後も弾力的な財政運営を確保するため、中長期的な視点で公債費の抑制に努めなければな

りません。

一方、扶助費に特別会計（国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保険事業等）への繰出金

を加えた社会保障費は年々増加傾向にあります。令和４年度は子育て世帯や住民税非課税世帯に

対する臨時特別給付金事業費が減少したことで、令和３年度と比べておよそ７億円減少していま

す。
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【教えて！さけ子】

Ｑ：新型コロナウイルス感染症対策として、

石狩市では令和４年度にどのような事業を行ったの？

Ａ：

令和４年度は、令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けましたが、行動制

限の見直しなど、社会・経済活動の正常化が大きく進んだ１年となりました。石狩市では感染拡大防止と社

会経済活動を両立し、将来に持続可能な成長基盤を構築するための「未来投資予算」を編成し、社会の変化

や地域の実情に応じたきめ細かな事業を展開してきましたが、ここでは、その一部として代表的な取り組み

をご紹介します。

【主な実施事業】

・感染拡大防止：新型コロナウイルスワクチン接種体制確保、PCR 検査センターの設置

・地域経済の下支え：プレミアム付商品券の発行、住宅リフォーム等への補助金支給

・市内事業者への支援：運送及びバス・タクシー事業者への支援金交付

・「新しい生活様式」の促進：市への各種手続きのオンライン化に向けた基盤構築

・公共施設の衛生環境の維持、向上

社会保障費の推移

財
★

政運営指針の詳しい内容は、市ＨＰでご覧いただけます。

（http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/soshiki/zaisei/31548.html）
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４ 借金（市債）はどうなっているの？

普通会計の令和４年度末の市債残高は約２９９億円となっており、市民１人当たりにすると約

５２万円の借金と依然として高い水準にあります。今後も、将来世代に過度な負担をかけないよ

う、必要最小限の市債の発行に努めなければなりません。

市債推移
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市民 1 人あたりの市債残高

（令和 4 年度）
31 31 37 56 52

市債残高借入・返済額

【石狩管内５市との比較】
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【実質的に市が抱えている債務の残高】

令和４年度末の市債残高約２９９億円（市民１人当たり約５２万円）というのは、あくまでも

市の普通会計のみの額です。これに下水道事業など他の会計の公債残高に対する普通会計の将
★

来

負担額と、公債費に準ずる債
★

務負担行為を加えると約３７１億円になります。また、市が加入し

ている一部事務組合の公債残高に対する普通会計の将来負担額は約６億円となっています。

実際に石狩市が抱えているこれらの債務（将来負担）額は約３７７億円、市民１人当たりでは

約６５万円となります（下の表を参照）。

なお、国民健康保険事業特別会計は累積赤字を抱えており、この赤字額を補てんする方法とし

て、前
★

年度繰上充用金を用いています。その額は６千万円になることから、この累積赤字額も実

質的な市の債務といえるでしょう。

【債務残高及び特別会計・一部事務組合等にする将来負担額】

（単位：千円）

区分 内訳 年度末残高 うち石狩市債務残高 うち将来負担額

石狩市 一般会計 29,879,894 29,879,894 29,879,894

国民健康保険診療所特別会計 15,608 15,608 15,608

介護サービス事業特別会計 68,566 68,566 68,566

水道事業会計 5,793,562 5,793,562 2,815,671

公共下水道事業会計 7,578,119 7,578,119 4,099,762

個別排水処理施設整備事業特別会計 230,324 230,324 230,324

小計＝① 43,566,073 43,566,073 37,109,825

債務負担行為に係るもの＝② 7,832,994 7,832,994 20,941

計＝③ 51,399,067 51,399,067 37,130,766

一部事務組合 石狩北部地区消防事務組合 272,727 15,250 15,250

石狩湾新港管理組合 8,045,907 1,340,983 606,343

石狩西部広域水道企業団 14,538,163 3,023,937 0

計＝④ 22,856,797 4,380,170 621,593

計 ③＋④ 74,255,864 55,779,237 ※37,752,359

※将来負担額：市民１人当たりでは約65万円
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【教えて！さけ太郎】

Ｑ：将来
★

負担額？ 債務
★

負担行為？ 前年度
★

繰上充用金？

Ａ：

●特別会計・一部事務組合の債務残高のうち石狩市の将来負担額について

従来は、特別会計については債務残高、一部事務組合の債務残高については、負担金の負担割合等から持ち分

を算定し、その額を市の債務残高として記載していました。しかし、平成１９年度決算より財政健全化法の指標

の１つである将来負担比率を算定する際に、特別会計及び一部事務組合への負担金のうち、公債費として使用さ

れる額（将来負担額）を算出することになったことから、本表においても、その方式を基に算出しています。

・特別会計…繰出金のうち公債費として使われる額(準元利償還金)を算出し、そこから、準元金償還額（普通会計

負担額）割合を算出する。

・消防事務組合…実額負担による（構成市町村別に借入分をそれぞれで負担）

・新港管理組合…３母体（北海道・小樽市・石狩市）で同様の算定方法により計上

①一般会計分：組合の一般会計歳入総額に占める市（道）負担金の割合

②港湾整備事業会計分：一般会計からの繰入金のうち元利償還金相当分×①の割合／元利償還金総額

・西部水道企業団…企業債の償還に対する負担はない（水道料金で賄うため）

●債務負担行為：地方公共団体が物件を購入したり、施設の管理委託をしたりする場合、契約は当該年度に行い

ますが、その支払いなどの債務が将来にわたって発生する場合、議会の承認を得て複数年度の歳出を見込む行為

をいいます。なお、ひとくちに債務負担行為といっても、施設の委託料を複数年度契約するものも含みますので、

前ページの表ではこのうち公債費に準ずる債務負担行為に係るものを載せています。

●前年度繰上充用金：会計年度経過後、その会計年度（令和４年度）の歳入が歳出に不足する場合は、翌年度（令

和５年度）の歳入を繰上げて、その年度（令和４年度）に充てることができ、このお金を前年度繰上充用金とい

います。

５ 貯金（基金）はあるの？

基金
★

とは市の貯金のことであり、その種類には財政調整基金、減債基金、特定目的のための基

金があります。災害等の緊急時において財源不足が生じる場合に活用するための財政調整基金は、

昨年度より約 3 億円増加し、令和４年度末の現在高は約９億円となっています。突発的な自然災

害等に対する緊急的な財政出動に対応するため、財政基盤の強化を図る必要があることから、今

後も計画的な基金の充実に努めなければなりません。



- 15 -

【教えて！さけ子】

Ｑ：基金
★

にはどんな種類があるの？

Ａ：

●財 政 調 整 基 金 ：災害の発生等による不時の支出の増加や経済不況による予期せぬ収入減によ

り財政運営が困難にならないよう、一定のルールに基づき積立てを行うこと

とされている基金です。

●減 債 基 金：公債費の償還が毎年度の財政運営に影響を与えないよう計画的に償還するた

めに積立てることとされている基金です。

●特定目的のための基金：特定の目的を計画的に実施できるよう資金を

積立てたもので、使途が限定されている基金

です。市が条例で設置しています。

（例：まちづくり基金）

基金残高（普通会計）の推移

億円

■財政調整基金 □減債基金 □その他特定目的基金



- 16 -

６ 財政の健全度は？

地方自治体の財政運営の健全度を表す指標として、いくつかの指標がありますが、ここでは、

次の 6 つの指標についてご説明します。

（１）財政健全化指標（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負

担比率）

平成１９年度決算から、「地方公共団体の財政健全化に関する法律（以下、財政健全化法）」に

基づき、新たな４つの指標を算定し、その数値を公表することになりました。

４指標については、各市の標
★

準財政規模に応じて「早期健全化基準（イエローカード）」「財政

再生基準（レッドカード）」の率が定められており、この基準を超えてしまうと、健全化計画の策

定や外部監査の義務付けなど国や北海道からの関与が大きくなり、市の独自性が大きく制限され

ることになります。

令和４年度決算においては、前年度に引き続き早期健全化基準をクリアしましたが、今後も比

率の改善に向けて健全な財政運営に努めなければなりません。なお、各指標の対象範囲について

は次の表のとおりです。

【教えて！さけ太郎】

Ｑ：標
★

準財政規模って？

Ａ：地方公共団体の標準的な状態で収入されると見込まれる一般財源 (市税、普通交付税、地方譲与税等の

合計額)の規模を標準財政規模といいます（令和４年度は約１7６億円）。この額は、標準的な行政活動に必要

とされる一般財源の総量を示すため、主に財政分析や財政運営の指標算出に用いられます。

出典：総務省ＨＰ

（http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index2.html）
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●実質赤字比率 … 該当なし（決算が黒字のため）

【早期健全化基準…12.61％以上】【財政再生基準…20.00％以上】

実質赤字比率は、標準財政規模に占める普通会計（本市では一般会計が該当）の赤字額の割合を

示すものです。令和４年度決算では、本市は黒字決算であったため、本比率の該当はありません

でした。

●連結実質赤字比率 … 該当なし（連結決算が黒字のため）

【早期健全化基準…17.61％以上】【財政再生基準…30.00％以上】

連結実質赤字比率は、標準財政規模に占める普通会計と連結対象特別会計の赤字額の割合を示

すものです。令和４年度決算では、いずれの会計も黒字決算であったため、本比率の該当はあり

ませんでした。

（単位：千円）

歳入額（資産） 歳出額（負債）
実質収支額

（資金不足・剰余額）

一般会計 35,749,392 34,404,518 ※1,216,709

小計 35,749,392 34,404,518 1,216,709

水道事業会計 2,022,799 426,303 1,596,496

公共下水道事業会計 798,861 242,527 556,334

個別排水処理施設整備事業特別会計 37,608 37,608 0

小計 2,859,268 706,438 2,152,830

国民健康保険事業特別会計 6,593,434 6,548,735 44,699

国民健康保険診療所特別会計 185,619 173,544 12,075

後期高齢者医療特別会計 966,912 954,186 12,726

介護保険事業特別会計 5,535,473 5,158,252 377,221

介護サービス事業特別会計 271,045 266,244 4,801

小計 13,552,483 13,100,961 451,522

52,161,143 48,211,917 3,821,061合 計

会 計 区 分

普通会計

公営企業会計

公営企業会計
以外の特別会計

※一般会計の実質収支額は、翌年度繰越分 128,165 千円を控除したもの
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●実質公債費比率 … ６．８％ 道内３５市中１０位

※令和３年度：６．８％（道内３５市中１１位）

【起債許可団体移行…18.0％以上】

【早期健全化基準…25.0％以上】

【財政再生基準…35.0％以上】

地方交付税による措置の状況を的確に反映させた一般財源に占める公債費の割合で、普通会

計のほかに、特別会計に対する繰出金、一部事務組合に対する負担金及び債務負担行為の中で

元利償還金に準ずる要素を加えて計算します。

つまり、この指標からは、標準財政規模から交付税措置分を控除した一般財源のうち、最終的

な使途が公債費であるものの割合がわかります。

この比率が１８％以上になると、市債の発行の際に都道府県知事の許可が必要となります。

●将来負担比率 … ４４．８％ 道内３５市中１9 位

※令和３年度：５１．６％（道内３５市中１８位）

【早期健全化基準…350.0％以上】

実質公債費比率が単年度の公債費の割合であるのに対し、将来負担比率は将来の公債費予定額

の標準財政規模に対する割合を示しています。また、一部事務組合に対する負担額を含めて算出

することから、本指標からは今後市の一般財源で賄わなければならない総体的な公債費の状況を

把握することができます。（P13 を参照）
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（２）経常収支比率 … ９４．７％（道内３５市中２５位）

※令和３年度：９３．２％（道内３５市中３２位）

自治体の財政にどれだけ自由に使えるお金があるのかを示す指標を経常収支比率といいます。

経常収支比率は、市税や地方交付税のように毎年度経常的に収入される一般財源（使い道の決め

られていない財源）が、人件費や公債費など経常的に支出される経費にどの程度充てられている

かを示す指標です。

下表は、全道の平均値と石狩市の実績値との推移を表したものです。令和元年度より、比率は

改善傾向にありましたが、令和４年度においては、光熱水費等の経費の増加に伴い収支が悪化し、

前年度比プラス 1．５％の９４．７％となりました。

（３）財政力指数 … ０．５４１ 道内３５市中 8 位

※令和３年度：０．５３４（道内３５市中９位）

基準財政需要額（自治体が十分な行政サービスを提供するのに必要とされる標準的な財源の額）

に対して、基準財政収入額（自治体が確保できる標準的な税収入の額）が占める比率を財政力指

数といいます。この指数が１.0 未満の自治体は、必要な税収を確保できない状態であり、十分な

行政サービスを行えないことから、足りない税収分を補うために普通交付税が交付されます。

※全道平均の R４数値は、Ｒ５年１１月現在末公表
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７ 財政を家計に例えると？

令和４年度の一般会計決算額（歳入３５７億４，９００万円、歳出３４４億５００万円）を、

令和４年度の平均給与４５８万円（令和４年度民間給与実態統計調査より）に換算すると、次の

ようになります。

※（ ）の中の科目について詳しくは、４・５ページ（歳入）及び９・１０ページ（歳出）の用語解説を

ご参照ください。

１カ月の家計簿
＜収入＞ ＜支出＞

給与

うち基本給

（市税などの

自主財源）

うち諸手当

（国・道支出金、

地方交付税など）

34 万 5,000 円

12 万 5,000 円

22 万円

食費

（人件費）

4 万 1,000 円

教育費・医療費

（扶助費）

8 万 4,000 円

ローン返済

（公債費）

3 万 1,000 円

光熱水費

（物件費）

6 万 8,000 円

銀行からの

借入れ

（市債など）

2 万円 家の修繕費

（維持補修費）

2 万 3,000 円

クラブ活動費、

交際費など

（補助費等）

4 万 2,000 円

家族への

仕送り（繰出金）

3 万 2,000 円

貯金の取崩し

（繰入金）

1 万 1,000 円 電化製品の

購入（建設事業費）

2 万 5,000 円

前月の繰越し

（繰越金）

3,000 円 貯金

（積立金）

1 万 6,000 円

株式投資

（投資及び出資金）

5,000 円

計 37 万 9,000 円 計 36 万 7,000 円
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８ これからの取組は？

本市は、地方交付税などの依存財源が歳入の多くを占めていることから、国の財政改革や制度

改革の影響を受けやすい状況となっています。人口減少や高齢化の進展、防災・災害対応に加え、

国際情勢の変化、物価や為替の急激な変動、デジタル化や気候変動など、地方財政を取り巻く環

境は流動的です。日々変化する社会情勢を的確にとらえ、きめ細やかに対応しながらも、今後も

財政の健全化の確保に向けた取り組みを進めなければなりません。

市では、安定的な財政運営を維持できる構造を確立するため、財政運営の基本的な考え方など

を示した「石狩市財政運営指針」を策定しており、この指針に基づき限られた財源の効率的な運

用を図り、単年度財政収支の黒字化と財政基盤の強化に努めます。

最後までお読みいただき、ありがとうございます。

本市の財政状況は依然厳しい状況が続いていますが、このような中、限られた資源で効率的で

実効性の高い施策を行うためには、市民の皆様のご理解とご協力が不可欠です。

このような資料を通して、難しいイメージで敬遠されがちな「財政」というものを、市民の皆

様がいくらか実感を持って考えていただく機会になれば大変幸いです。

これからも、皆様に分かりやすい財政状況の公表に努めてまいりますので、ご理解とご協力を

お願いいたします。

令和５年１１月発行：石狩市財政部財政課財政担当

〒０６１－３２９２ 石狩市花川北６条１丁目３０番地２

ＴＥＬ：０１３３－７２－３１５４

ＦＡＸ：０１３３－７２－３５４０

E-mail：zaisei@city.ishikari.hokkaido.jp

おわりに


